高齢者を中心とした社会を創る学びの広がり　：　岡山県の中山間地吉井町の事例 by 小出, 隆司
佛教大学大学 院紀要 第32号(2004年3月)
高齢者 を中心 とした社会 を創 る学びの広が り
一 岡山県の中山間地吉井町の事例 一




とす ぐに福祉 の問題に関心が集まりがちである。 しかし80%の 高齢者は健康であ り、










日、こうした高齢者を中心 とした地域創生の活動 は、人々の価値観 を転換させ、社会
の質を転換 させる可能性を秘めているといえる。
キーワー ド:高 齢者の地域参加活動
1.は じ め に
高齢者(65歳 以上)が 総人口に占める割合を高齢化率 というが、その比率が7%を 超えた社
会を 「高齢化社会」、14%を 超えると 「高齢社会」 と呼んでいる。わが国はかつてない速度で高





ないことが今や共通の認識になりつつある。従来高齢者 というとす ぐ福祉の問題に関心が集 り
がちであった。 しかし、80%の 高齢者は健康であり、自分の生 きがいを求めてグループ活動な
どを通 して積極的に地域社会にかかわっていこうとする動 きが強まっているのも事実である。
1999(平 成11)年 の生涯学習審議会答申は、地域社会における自主的社会参加学習が広が りを
みせていること、そうした学習が個人の楽 しみだけにとどまらず、地域づ くりの方向へ と発展
していきつつあることを指摘 している(1)。




求める方向を模索 しつつある。住民の側 も従来の物質的豊か さのみの価値志向から、 自分 らし
い生 き方を求める方向が芽生えかけている。規制緩和のもと地方分権が叫ばれつつある現在、
地域の特性 を生かした生活環境づ くりが生涯学習を媒介 として模索 されつつある。
かつて、地域共同体は封建制を残存 させる土壌であ り、地域社会の民主的発展を阻害 し、生
活の合理化、近代化に対 して弊害になっていると批判されてきた。地域共同体は因習や家意識
によって個人の自立を妨げ、貧富の差を固定化 し、統治の末端機構 に住民を組み込み、上意下
達の秩序を維持するための政治的支配力を保持して きた。 こうした歴史的視点か らは、共同体
から個の 自立が個々人の自己実現 と社会の近代化にとって必要なプロセスととらえられ、学校
のみならず社会教育もそのことを促進する役割 を果たすことが期待 されてきたといえる(2)。
しか し、このような矛盾的性格をもつ地域共同体 も、高度経済成長期を通 じて地縁的関係や
習俗が次第に形骸化 して流動性が強まるとともに、こうした状況をふまえて、地域課題に取 り
組むことを通 じて共同性の絆を強め、地域社会を再建することが中間地においては高齢者を中






2.吉 井町 にお ける高齢者















などの問題を生じさせている。1995(平 成7)年 の国勢調査での高齢化率は29.6%で あ り、こ
のままの状態(コ ーホー ト変化率法を使用 して推定)で 人口が推移すれば、2005(平 成17)年
<図1>吉 井町人ロピラミット(2003年)
に は 、 総 人 口5300人 、 高 齢 化 率 は38.5%と
な る こ とが 推 定 され る(4)。
吉 井 町 は65歳 以 上 の 高 齢 者 が1931人 、 高
齢 化 率34.5%で あ る。一 入 暮 ら しは229世 帯 、
老 夫 婦 世 帯 は364世 帯 、 介 護 支 援 対 象 者 は50
人 で あ る。60歳 以 上 で 元 気 に 活 躍 して い る
人 々 が 約2000人 い る(5)。 彼 らの 多 くは 年 金















老会の日に参加 した高齢者 とともに実施 したら好評であったので、この人たちを母体 として継
続的に練習することで発足 した。今では会員の中で世話役を決め相互の連絡調整を行っている
が、振 り付 けなどは社会福祉協議会の職員がボランティアで行っている。
練習は月2回 、町民会館で夜7:00～9:00ま で行っている。指導者(社 会福祉協議会の職
員)が 音頭 をとりテープをかけると練習が始まる。1曲 終わると誰 とはなくここのところは右
手をもっと高 くまっす ぐに伸ばしたらいいのではないかなどの提案がなされる。するとその提
案を受けて会員各自がその通 りに実践 してみる。そしてどことはなしにその方がいいという声
があが り演技 は一部手直 しされるが、その間指導者はあまり口を挟まない。指導者は新 しい曲
に向かう時に彼女自身が考えた振 り付けを会員に提示する。会員はそれを受容するが、練習の










出演の時はそろいの法被 にね じりはちまき姿で出演する。運転できる会員が分担 して会場 まで
運ぶのである。練習中もそうであるが途中の休憩時、あるいは練習後の談話のときもまさに生
き生きとした表情であったのが印象的であった。みんながサークル活動を楽 しんでいることが
よく伝わってくるのである。なぜこの会が楽 しく、生 き生 きと活動できるのかについて考察す
る。
① 参加者一人ひとりの活動が受け身ではなく、自分がいいと思ったことを提案するとそれが
受け入れ られる雰囲気があり、各 自の創造性が保障され、全体 として創造的な学習がなされ
ているQ
② 参加者は人と人とのふれ合 う楽しさをも求めて参加 している。休憩時、練習後の歓談の中
に楽 しみがあるからである。活動を通 して仲間意識が育ち、偶然地域の中で出会った時にも
お互いが親 しく声をかけ合う仲であるという。
③ サークル活動を通 しての楽 しみと、各地での演奏ボランティアも励みになっている。 自分










仲介者、(ウ)学 習相談指導者、(エ)授 業設計者技術者、(オ)生 涯学習協力者、(カ)生 涯
学習者、(キ)共 同学習者、(ク)学 校 ・地域社会教育統合者(調 整者)と いう8つ の役割を
遂行 していくのである(7)としているが、彼女の指導はこの8つ がすべてあてはまる。
(2)ボ ランティア団体 「みつわ会」
ボランティア団体 「みつわ会」は、町社会福祉協議会との連携を保ちながら、独 自の会員 ・
規約 ・会計をもつ元気な高齢者を中心 とするボランティア組織である。会員は男性3名 、女性




この会は1982(昭 和57)年 、現会長である本荘多加代(81歳)が 地元の会社 を定年退職し時間
的余裕が生まれた中で結成された。彼女は会社勤務の傍ら町婦人会会長、愛育委員の活動など




この活動には26名 の会員が参加 している。26名 の会員を3～4名 ずつ8班 に分け、毎週金曜日





① こうした活動を通 して人とふれ合うことができるのが楽 しい。
② 自分の楽しみだけでなく、自分の活動が地域社会に役立っている、活動を通 して豊かで住
みよい地域づ くりに自分 も貢献 していることが実感でき充実感が得 られる。
③ 活動を通 して、この年でもなおかつ自分が成長 しているという充実感が得られる。
④ 現在50歳 代の人が私たちに 「頑張ってください、私 も仕事を辞めたら一緒に活動をさせて






自己実現の契機を含んだもの として注 目されている。ボランティア活動の活発化は人々の もつ
ボランテ ィア観、活動に対する意味づけなど観念のレベルでも変化がみ られる。つまり長年一
般的だった 「無償の行為」「奉仕活動」 というボランティア観に変わって、新 しいボランティア
観が広がってきている。それは、 自分独 自の見返 りを求めて行われる活動の結果として他者の
幸福や社会の改善に結びつ くというように、ボランティア側のメリットを強調するものである。
その方向はボランティアをすると相手に喜んでもらえ自分 も楽 しいという 「情緒的報酬」 と、
活動の中で新たな経験、発見、あるいは仲間との交流 を通しての自己の成長を感 じることがで
きるという 「成長的報酬」である(9)。
今 日吉井町では社会福祉協議会 を通 じて、あるいは独 自の組織、個人でボランティア活動 に
取 り組む人たちが確実に増加 している。活動に参加している人たちは相手に喜んでもらう、自





吉井町の中心地周匝集落には中世の山城跡がある。1986(昭 和61)年 「歴史 とロマ ンの里づ
くり事業」により、鉄筋 コンクリー トで2階 建ての山城を造 り、周辺を整備 し城山公園を造っ
た。この公園のす ぐ隣に、旧岡山藩家老片桐池田氏累代の墓所がある。子孫は広島在住である
ゆえ墓所 は荒れ放題であった。8年 前、周匝集落を中心とした有志で 「周匝史跡保存会」 を結
成 した。墓所は私有地ゆえ公的機関が管理することができないからである。会の活動は墓所の
清掃、それに城山公園の草刈 り、清掃、桜の木の剪定、施肥、消毒、それに中近世の周匝につ
いての学習である。実際に活動に参加する会員は30名 、その他年1000円 の会費だけ払って くれ
る賛助会員が35名 である。
公園の桜の木の管理 をボランティアで行 うのであるから、 自然の成 り行きとして桜の満 開の
季節に会員どうしで花見の宴を催した。その時の話で、次回か らはせっか くだか ら会員以外に
も参加 してもらう 「桜祭 り」 を企画 し周 りに呼びかけた。お茶の先生は会場での野点を引き受
け、地元の酒造会社は樽酒の寄贈など多 くの人が結集し 「桜祭 り」 を開催 した。町内外から多









な人々に広げ、共に史跡保存に目を向けようと3つ のイベ ントを企画した。すると意外に多 く
の人々に賛同を得 ることがで き、彼 らの 自信につながった。彼 らの活動はそこに留 まらず、
次々と地域の課題を発掘 し、それに取 り組む方向へ発展 しつつある。




住民の力で集落に属する堤防2.2キ ロメー トルの草刈 りを行 った。その後、「周匝史跡保存会」
のメンバーを中心に、せっか くきれいにしたのだから堤防 ・河川敷ヘ コスモスを植えようとい
うことになった。暑い夏には役場か ら散水用のタンクを借 り、軽 トラックに乗せて水を散布 し
てコスモスを丹念に育てた。9月 中旬には堤防 ・河川敷いっぱいにコスモスの花が咲き美 しU>.
光景を作 り出 した。すると町内外か らカメラを持ってコスモス風景を見学に来る人も現れ始め
た。
1997(平 成9)年 、「周匝史跡保存会」のメンバーを中核に してその他 自主的サークルで積
極的に活動 している人たちが集まって実行委員会を結成 し、吉井川堤防での 「コスモス祭 り」
を企画 した。当日は実行委員会20名 が中心 となり、当日だけのボランティアの人も約50名 結集
した。祭 りの内容は午前10時 にオープニング、午後3時 閉会。堤防にテント14張を設置し、吉
井川で捕れたれた鮎の塩焼 き、川魚のから揚げ、 うどん店、それに祭 りを広 く呼びかけている
ので町内のい くつかのサークルがフリーマーケットを開いた。町内の 「傘踊 りサークル」が友
情出演 し、「案山子コンテス ト」 も行われた。町内外の人々に開かれた祭 りとして企画されてい
るので約3000人 の参加者があった。人口5600人 の町で3000人 の人が集まる企画を成功させるこ
とは意義あることである。今日、「コスモス祭 り」は町内で多 くの人々に知 られたイベントにな
っている。「コスモス祭 り」は昨年5回 目を終えたばかりの祭 りである。一方吉井町には行政主
催による4つ の大きなイベ ントがある。そのなかのひとつで 「コスモス祭 り」と同じ10月に開
催される 「ふるさと祭 り」(lo)があるが、行政主催のこの祭 りには300万 円の税金がつぎ込まれて
いる。今 日地方自治体は財政難に悩んでいる。そうしたなかで町主催の 「ふるさと祭 り」を廃
止して 「コスモス祭 り」に合流する計画が進行 している。





の校長は地域が必要 とする学校 になれば存続が可能になるのではないか、そのために地域 と連
携 したカリキュラムとしてコスモス祭 りへの全面的な参加に踏み出した。コスモス祭 り実行委
員会との数度の話 し合いで、① コスモス祭 り当日の参加だけでなく、高校側が独自にコスモス
を植え管理するエ リアを受け持つ。②コスモス祭 り当日、高校独 自のテントを張 りイベ ントを
担当することで合意し昨年取 り組んだ。
備作高校 は普通科で、情報コース と生活 コースがある。生活コースでは農業実習がある。 こ
の時間にコスモスの苗を育て堤防へ移植 し管理した。また祭 り当日、情報コースのテ ントでは
コンピュータを使って名刺をつ くり参加者にサービス した。生活コースは自校農園で収穫 した
野菜の即売を実施 した。備作高校は03年 中学生向け入学案内の表紙一面に、吉井川堤防にいっ
ぱい咲き乱れるコスモスの花とその管理に汗 を流す高校生の群像を取 り入れた。それを見たコ
スモス祭 り実行委員会の人々は歓喜 した。 また、高校近 くにある周匝幼稚園も実行委員会から
独 自のエリアを引き受けコスモスを育てた。幼稚園の作業 日と高校の作業日が重なった時、高
校生が幼稚園児 をずいぶんかわいがったそうである。中学校は学校 として直接コスモス祭 りに
は参加 していない。地域の一員 として祭 り当日、ボランティアの一員として出店の手伝いをす
る生徒もいる。選択社会科では実行委員会の方に来ていただいてコスモス祭 りの意義について
語ってもらい、堤防ヘコスモスの花 を見に行く。
吉井町における 「コスモス祭 り」の企画では、20名 の実行委員が核 となり、ボランティア活
動に参加 して くれる多 くの人を組織 している。実行委員会に結集 している多 くは60歳代、70歳
代の人たちであるが、彼 らは青年期 において地域青年団活動 を活発に行った人たちである。地




にかかわろうとする生 き方への共感や他者 と共にあることを通 じて自己の再発見、身体を動か
すことによって初めて体験的にわかる学びなどの諸要素を伴った自己形成 を行っているのであ
















長 との日常的な会話の中から、ギャラリーを会場 として 「吉井町20世 紀回顧展」を企画 しよう
という話がもちあがった。その時点ではまだ話題の段 階であったが、彼らが公民館自主講座な
どで積極的に活動 している人たちに呼びかけ意気投合 して実現へ向けて歩み始めた。
2001(平 成13)年5月 中旬、6名 と館長が中心となり実行委員に加わってくれそうな人に打
診 し、20名 か らなる実行委員会を結成 した。6月1日 の第1回 実行委員会で 「吉井町20世 紀回
顧展」の意義、具体的なイメージについて話 し合った。6月15日 の第2回 実行委員会で、生活
用品を集める係 り、写真を集め展示用に引 き伸ばす係 り、農具を集める係 り、年表 ・案内文を
書 く係 りと分担を決定。以後、精力的に町内のめぼしい家庭を回 り展示物を集める作業を行っ
た。写真係 りは町内の家庭か ら、あるいは 「広報よしい」、「自治体史」その他か ら写真を集め、
生涯学習センターのコピー機にて展示用の写真に仕上げた。6月29日 の第3回 実行委員会では
場内展示 レイアウ トについて話 し合い、7月5日 から13日 までは連日オープニングに向けて展
示作業に精をだした。50年 前の 日常的な民家の様子を展示するため、囲炉裏を手作業で設置する
など精力的に活動 した。7月11日 には岡山県内で最大販売部数を誇る 「山陽新聞」が 「吉井町
20世紀回顧展」が開かれることを報道 した。
7月14日 の開会式には町長、町議会議長、教育長も出席 した。期間中参観者は少ない日で31
名、多い日には165名 であり、16日 間で1200名 の参観者があった。参観者のほとんどは町内の








真を通 して昔の人々の生活を知ることができた。この中学生 と実行委員との交流を通 して、中
学生は豊かな地域社会づ くりを目指 して取 り組んでいる人たちの 「態度的価値」(11)に接するこ
とができたことは有意義であった。この中学生 と実行委員会 との交流の様子は、7月24日 「山
陽新聞」が写真入で報 じた。






主導の運営 と人々との友愛の深 まりという 「参加の文化」を形成 し、そこからより新しい学習
関心を広げていっているのである。彼 らの願いは 「吉井町20世 紀回顧展」を通して地域住民 と
共に地域の20世 紀の歩みを振 り返 り、今後の地域社会のあ りかたについて地域住民と対話する
こと、すなわち新 しい社会創造の営みである。ここには、個々の生活者が今と将来の くらし方、
人間関係、社会のあり方について、 こうであ りたい という願いをこめて提案 し、実験する過
程、いいかえれば参加 と共同を通 じて持続的な社会 との関わり方を探求する過程であるとい
える(12)。
この 「吉井町20世 紀回顧展」を通 して実行委員会は地域社会において、準公共的性格 をもっ
た事業を行う団体 として認知された。この公共性は行政のお墨付 きによってではなく、多 くの
地域住民にとっての共通の課題を行政 とはちがった手法で解決 してい くことによってよ り多 く
の住民が問題を自覚し、参加するようになる過程 自体が生み出す新 しい公共性であるといえる。










コスモス祭 りの会場となる河川の堤防に隣接 した河川敷に、1994(平 成6)年 に県が工事を
行った約2haの 河川公園がある。造成には約4.6億円が投下された公共事業である。これは住民
あるいは自治体が要求 したものではなく、県が計画実施 したものである。造成後の管理は吉井
町に委託された。1998(平 成10)年 この地を大雨が襲い河川公園は泥の中に埋 まってしまった。
この時はバブル崩壊期であ り,県 は復旧予算 を組むことなく公園は荒れるままに放置されてい
る。一方堤防にはコスモス祭 り実行委員会によるコスモス園が広が り、対照的な光景を作 り出
している。そこには行政によって与えられたものに満足する住民の姿ではなく、 自分たちが主
体的に関与することを通して連帯を深め、 自分たちの力で地域 を創生 していくという新 しい価
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値 観 へ の転 換 が な さ れ つつ あ る こ とを読 み とる こ とが で きる 。
1990年 代 の バ ブ ル 崩 壊 は多 くの 人 々 に今 ま で の よ う な物 質 的 豊 か さ の み を求 め る 生 き方 か
ら、 生 活 の 質 を重 視 す る生 き方 へ と眼 を 開 か せ た 。 今 日吉 井 町 にお い て そ う した生 き方 を 求 め
て 活 動 の 中心 に な っ て い るの は高 齢 者 で あ る。 中 山 間 地 に お い て 高 齢 者 は多 数 を 占 め る 年 齢 層
で もあ り、 経 済 的 に は 年 金 と農 業 で安 定 した 生 活 を送 っ て い る 。 同 時 に家 の み な らず 地 域 社 会
を 自分 た ち で支 え な け れ ば な らな い とい う 自負 心 を も っ て い る 。 彼 らの 活 動 の組 織 原 理 は 、 従
来 型 の 伝 統 的 な地 域 社 会 に根 ざ した コ ミュ ニ テ ィ組 織 を基 盤 とす るの で は な く、 共 通 の 要 求 に
よっ て 組 織 され た ア ソ シエ ー シ ョ ン的 組 織 を立 ち上 げ 、 生 活 、 福 祉 、 文 化 、 環 境 の共 同 の 活 動
を創 り出 す 動 きが 顕 著 に な りつ つ あ る(12)。 こ う した活 動 は 豊 か さの なか で の 自己管 理 だ け で な
く、 学 習 、 活 動 を通 して 連 帯 を深 め合 う こ と、 地 域 づ く りの た め に少 しで も役 に立 ち た い とい
う願 い を共 有 して い る。 こ う した活 動 は 共 同の 力 で 自分 た ち の 文 化 を創 り出す こ とを大 切 に し
て お り、 そ れ が さ ら に周 囲 の地 域 住 民 の 合 意 を創 り出 し,少 しず つ 地 域 社 会 が 動 き始 め て い る
とい え る。 今 日、 こ う した高 齢 者 を中 心 と した地 域 づ く りの 動 きは、 消 費 文 化 に埋 没 す る 生 き
方 か ら、 自分 ら しい 生 き方 を追 求 す る生 き方 へ の価 値 観 を転 換 させ る可 能 性 を秘 め て い る と い
え る。
〔注 〕
(1)平 成ll年 「生涯学習審議会答 申」
(2)佐 藤一子著 『生涯学習 と社会参加』東京大学出版会、1998年 、p.158
(3)佐 藤、同上書、p.66
(4)吉 井 町編 『吉井 町地域振興計画』、吉井町、2001年 、p.3
(5)吉 井 町社会福祉協議会発行パ ンフレッ ト 『集落別高齢 化比率表』2001年
(6)吉 井 町の 中心地 区周匝(す さい)に ある開業医が経営 す るケ アサー ビス施設
(7)宮 脇 陽三編著 『教育学』 ミネルヴァ書房、1997年 、p.420
(8)「 みつわ会」の会計報 告書 による と、バザー による収益 は9万 円。町か らの補助金1万 円。その他
町 内最大の建設会社 「西山組」か らの寄付 金。支 出の主な ものは弁当代9万 円、 ガソ リン代3万 円
となってい る。
(9)箕 浦康子著 『フィー ル ドワー クの技法 と実際』 ミネル ヴァ書房、1999年 、p.112
(10)町 役 場が主体で、34の 集落 の代表 が実行委員 にな り、役 場 の広場 で行 う。実態 は役場 の職員主導の
イベ ントである。参加者 はほとん ど町内の住民であ る。約1000人 が集 う。
(11)和 田修二著 「高齢社会 にお ける高齢者 の社 会参加」、 『教育 学部論集 』第9号 、佛教 大学教 育学部、
1998年 、p.25で 使用 されて いる語句で ある。 まわ りの人 々に深い安堵 と浄福 を感 じさせ るよ うな、
静か で穏や かな、威厳の ある生 き方 を通 して感化 を与 えることを意味す る。
(12)か つ て町内34集 落 には婦人会組織が あ り、 その連合体 とレて吉井町婦人会、赤磐郡婦人会が存在 し、
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ルー テ ィー ン的活動 を続 けてい た。女性 の職場進 出な どで会 は形骸化 し、 会員の 間には負担 感が沈
殿化 していた。1998(平 成10)年 有志数人 で教 養の向上、会員 間の親睦、青少年 の健全 育成、環境
問題 に取 り組む とい う目的 を明確 に し、任 意加入 の 「女性 フォー ラム」 を立ち上 げた。 この会 の誕
生 によ り吉井町婦 人会 は解 散 した。 中山間地 にお いて も従来の伝統 的地域社 会 に根 ざ した コ ミュニ
ティ組織 か ら、共通 の要求に よって組織 された アソシエー シ ョン的組織が 生 まれて きている こ とが
言え る。
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